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第 2報

カユ傭詩の細菌学的研究

二三のカュ曜詰の膨脹K就て(その 2)

谷川英一・西村誠吾

〈北海道大学水産学部水産食品製造学教室〉

Bacteriological Studi田 00Caooed Crab 

TI. Bacteriological studies 00 the swelling of canoed crab (2) 

Eiichi TANIKAWA aod Seigo NISHIMURA 

Abstract 

The authors have studied from the viewpoint of bacteriology the cause uf the swelling of the cann吋

crab (Paralithodes camtsιhatica). 

The following results wぽeobtained. 

(1) Aerobically and anaerobically isolated. bacteria were Iacultative anaerol間・

(2) Ac∞，rding to the various cultivating properties， the 鉛 latedbacteria were similar Bac. me-

sentericus vulgafus which has eeen formerly irolated by Tanikawa from the swelled canned crab. 

(3) The heat resistanωof the isolated cacteria is as follows: w1:en the spore c10ts are filtered from 

the spore suspension， the spo陀 survivedfor 8 minutes at 108.40C， and are steri1ized by 10 minutes' 
heating. But the spore suspension containing spore clots resists鈎 II泡timesfor 30 minutes' heating at 

the same temperature. The time for which the temJ:erature of the center of the canned crab (a half 

pound can) was maintained at the retort temperature is only 8 minutes. If the bacterial number increased 

and the c10ts of spore are formed in the meat， the spores wil1 resist theheating. They wi11 survive 

after the prc問 ssingand wil1 cause swelling. 

(4) The cause of the swe1ling of the canned crab was assumed to be that the heat resistant湾臨E

of the bacterium which is simi1ar to Bac. mesentericus survived to form c10ts in the meat and that 

the raw material was unfresh. 

著者等の研究室においてはカニ纏誇殺菌時間算出理論において対象となる耐熱性細菌の探索の為曇に著者

の一人谷川は井上1)1:共に昭和25年度秋より昭和26年度Kかけ釧路の00産業株式会社工場及びその周縁の

工場において生産されたタラパガニ纏詩及び同年度に00漁業会加佐内工場において生産された同じくタラ

パガニ纏詰膨脹纏の原固につき究明し，何れも Bac.mesenteticus類似の細菌に依るものであるととを明ら

かにした。筆者等は今回昭和'z1年度秋北見枝幸の00纏詰会社工場で製造されたタラパガニ繕詰の中から原

因不明の膨脹纏を多数回したのでその原因を究明すること主なり，木研究を行った。

実駿の都

1. 実駿材料

本実験に供した試斜は前記の工場において昭和'z1年9月29日製造〈殺菌は6封度ω分間〉し，膨脹したも

の L中2纏及。ご同じく 10月2日製造し，膨脹せるもの2纏，合計4纏で，実験の便宜上前者を F，G篠，後
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者を H，I踏とし，以後実験には凡てこの呼稼を以てするとととした。次に実験に供した試斜纏の外観並び

に開纏時の状態を示すと第1表くA)及びくB)の如くである。向供試纏の原精の鮮度はや』不良という報告が

第 1表 CA) 外 観と製造状況

二一ご一一供試番号， F G 1. H 
項目---ー-----1

品 種 カニ 2号膨脹櫨 同 左 同 左 同 左

製 造 月 日 27. 9. 29 27. 9. 29 27. 10. 2 27. 10. 2 

等 級 プレーグ A プレ【グ A Fancy プレーグ A 

外 主E 膨 脹 膨 脹 膨 脹 スプリ y ガ{状※

※ 1;曜のスプリンガー状のものは恒湿器(370C)放置中に膨脹した。

第 1表 CB) 開 催後の状況

F G H 

肉 質 弾力なし 稽弾力あり

皮膚赤味部の色沢 赤 褐 色 淡赤褐色赤褐色 淡赤褐色

香 味 やや腐臭あり やや腐臭やや腐臭 普通臭に近し

液 汁 潤 濁 同 左 やや淘渇 同 左

揮窒素最発性塩基
(肉100..，:っ8"mg) 131.7 1回 .8 81.64 43.71 

pH 6.1 6.0 6.2 5.7 

巻締状T態11∞o 62 出 .5 60 61 

W/l∞o 120 120 119 120 

B.H./16 1 1 1 1 

C.H. 1/16梢少い や や少い 3/64 l や や少い

あった。と Lで注意すべきととは木工場の近隣に嘗って魚粕焚き場があ h 土濠が細菌によって汚染されて

いるらしいという報fきである。

第 1表(B)で見るま日く，試桝躍の中 I-N穫を除けば何れも始めより膨脹し 1-'篠のみは始あスプリシガ【

を呈して370Cのf直視器内に放置中に膨脹したものである。而して関櫨後の肉の状態を見るに他の躍に比し，

Z霊敗が少いように見うけられた。開催後とれら試料繕の巻締状態をみるに幾分斑11.、気味であるが漏洩したも

のとは恩われない。故にとれらの健設は殺閣不充分による細菌の繁殖に原因するものと推定せられた。

2..細菌の分霞

前記の4種の纏設を前報1)と同様の方法で好気蹴餓的に分離培養した4種の篠設からそれぞれ1種の細

菌を分離し得たがそれらを寒天斜面培養基に好気的に叉葡萄糖寒天の斜函培養を Burri氏嫌気性培養によっ

て嫌気的に夫々370Cで培養してその発育状態を観察するに各菌共 1-2昼夜で好気的にも嫌気的にも何れに

も汚白色の集落の発育するのが認められた。倫嫌気的に葡萄糖寒天の斜面培養したものは斜面の一部に亀裂

を生じ漂上っていた。各健誌から分醸した夫々の菌株を F九G'，H'，及びl'菌と呼ぶ事とする。

3. 分離細菌の性質

(1) 顕微餅句検査

。細菌の大きさの測定
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純粋培養を一昼夜行ったものより塗抹標本を作り普通染色をなしその大きさを測定した。分醗細菌は何れ

も両端円球を帯びた短樗首でその天きさは次の如くである。

F'菌 2.4x1.12u， G'-菌 2.72x1.12μH'菌 2.88x1.12，<旬、l'菌 2.24x 1.12.μ. 

ii)運動性

純粋培養より白金燥にて釣菌し懸滴標本を作りその運動性をみたoFI;及び l'菌は運動緩慢であるがG'及

びH'菌は檎々活援な運動をするのが認められた。

(2) 特別染色

各分離細菌の特別染色をしたがグラム染色の結果何れもグラム陽性，芽胞染色 CMoller芽胞染色法〉では

何れも全部の菌種が胞子を有する事が判明した。叉鞭毛染色ではF'，G'， H'，及び l'とも極毛1木を有す

るものである事が判った。

(3) 細菌の培養的性質検査

細菌の培養的性質を検査する為ヂェラチシ平板培養，寒天平板培養，劃醜培養，ヂェラチγ穿刺培養，葡

萄糖寒天穿刺培養，馬鈴薯培養，牛乳培養等を行ったがその結果は第2表~第8表に示す如くである。

第 2表ヂェラチシ平板培養

~旦と| F' G' H' l' 

0.07 0.07 0.084 0.084 

，点 状 ，点 状 ，点 状 ，点 状

C.衣同住貨 表凸円面形には隆粗起1し1乏 同 左 同 左 悶 左

d.集落の内部構造 桑 実 状 同 左 同 左 同 左

e.集落の周辺 波形状又は円形 円 形 波形状 波形状

f.光学的性質 I ..不集落透明ので汚白色色
E み汚岳 同 左 同 左 同 左

g.液 イb 性 液 化 液 化 液 イヒ 液 化

液化 の形状 盃状陥没 同 左 同 左 同 左

液化部の外観 液化部補々濁局 同 左 同 左 同 左

く註〉本明養基1'j:180Cで放置し 18時間観察， 40時間で基質液化する。

第 3表 寒天平板培養 C370C培養〉

瓦五一\望~I F' G' H' l' 

a.集L直落径の〕大(mきmさj 0.21 0.252-0.308 0.168 0.070 

b.形 状 ，点 状 同 左 同 左 同 左

C.表面性質 粗凸糖円状に隆起し 同 左 同 左 同 左

d.内部構 造 内部構造雲状 同 左 同 左 同 左

巴.集落の周辺 繊毛状 波 形状 同 左 同 左

f光学的性質|』欝反語盟 同 左 同 左 同 左
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第 4表寒天割線 培養く370C培灘〉

~I F' G' H 'γ  

a.形状

b.表面性質

c.集落の周辺

d.光学的性質

e.色素生産

f.密度

g.基質の変色

疎皮状

1.緩隆起状
n.粗糖

総状

脂肪様光沢

なし

皮膜質

な し白

左

左

状

左形

同

同

耳

同

な

問

な

し

左

し

同

同

縫

同

な

同

な

左

左

状

左

同左

同 左

裂片状

同左

し な

同

な
し

左

し

し

左

第 5表ヂェラチ y 穿刺培養 C170C)

~里竺 F' G' H' l' 

基上表面発育 扇平状円滑 同 左 同 左 同 左

穿刺線状態 系、 状 同 左 同 左 同 左

液 イヒ 状 態 噴火口状 同 左 同 左 同 左

液化ヂヱラチ y 表性状面皮膜形成の 同 左 問 左 同 左

第 6 表葡萄糖寒天穿刺培釜

五五一\理竺~I F' G' H' I' 

表面発育状態

穿刺 線状態

隆起状

線皮状

同

同

左

左

同

問

左

左

問

問

左

左

第 7表馬鈴薯培養

五云二11空r---F'----------G~ ---- H' 

a.形 状 不規則形 同 左 同 左 同 左

b.表面性質 鍛層状 同 左 同 左 部上部は鍛水層膨状ので下
如し

c.問 辺 耳形状 侵蝕状，耳形状 耳形状 耳形状

d.光学的性質

撃豊喜
同 左 同 左 同 左

e.色素生産 同 左 同 左 同 左

f.密 度 同 左 同 左 同 左

g.臭 気 有， 弱 有，やや強 有， 強 有， 弱

h.基質の変 色 黒褐色となる 同 左 同 左 淡 褐 色
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第 8表 牛 乳 培 養

玄子一里竺| G' H' l' 

a.反 応 酸 性 同 左 同 左 同 左

b.臭 気 有， 弱 有， 強 有， 弱 有， 強

C.瓦斯形成 ? P 官 ? 

d.密 度 ペプト yイじ 同 左 同 左 同 左

I聖努金ZペE e.凝固部の性質 U.'7é~'-'::7・ト y イ七 同 左 同 左 同 左
m. 

f.乳 精 調i萄 同 左 同 左 同 左

以上の諸性質より考察するに分離細菌の頭株は4株あったがその諸性質は大同小異であって，何れも谷川

等 LJが嚢に分離した助c.mesenteticus vulgatusむに類似するものと恩われる。

4. 今回分離された細菌の耐熱性

供試纏詩は何れも第1表(A)に示す通り常法適り加熱設菌されたものでおしその巻締状態をみても纏の

漏洩によったものとは思われないので分離細菌の耐熱性が問題となってくる。と与で分離した4菌殊につい

てその|耐熱性試験を行った。

(1)胞子凝塊を残さない禄にした場合の耐熱性

370Cで10日間鷹天斜面培養した菌株の菌苔を 2白金耳とりとれを燐酸塩緩衝液 (pH7.0)に入れよく混合

撹持し謬滋液を作りとれを減菌漏紙(東洋樹氏 No.5C)を用いて胞子凝塊を除去し細菌胞子原液(1cc中

の胞子数は別記の如くである〉を作りその 1cc宛を小形試験管に入れ綿栓をプムキャヅプで包被し小型レト

ルト内で5封度(108.40C)で6，8，10，12分間加熱しその残杏を検査した。その結果は第9表の如くである。

第9表分離細菌の胞子主事務t液を瀦過し 5封度加熱、(108.4CC)に於ける耐熱性
a 一一一一一一

菌 株 F'菌 G' 菌 H'菌 l' 菌

加一熱一時一間;;----..:胞---子~教~ 79x10月 22.8x10~ 14.4x10~ 21.8X1o-~ 

++-1・ ++十 十++ +十十

十十+ ++ー 十一一 十一一

10 分 間

12 分 間

との結果に依れば分敵細菌は胞子濃度104程度で108.40C(5封度加熱〉では6分間の加熱で完全K残存する

が 8分間では生死の境界にある。 10分間の加熱では完全に死滅する。谷川l及び子野日吟の研究によっても明

らかな様にカニ纏詩製造の際の加熱殺菌において傘封度纏の被官温度108.40C(5封度〉で加熱するに縫内の

中心温度が108.40Cに達している時聞は8分間である。此の時聞は分離幸町賓が加熱殺菌前肉中に存在してい

て胞子が凝塊を作らない時は丁度分離細菌の加熱致死時間の境目である事が判る。

(2)胞子凝塊をそのま与にした場合の耐熱性

次に前記と同じく 370Cで 10日R鳴天斜面培養した各菌株の菌苔を各2白金耳宛とりとれを燐酸塩緩衝液

(pH7.0)に入れよく混合援持するが前記の如く漏逸せず葎滋液中に胞子凝塊をそのま L残存せしあてその

1cc宛〈との 1cc中の胞子数は表中に別記する〉を用いて前回同様加熱してその致死時聞を見たがその実験
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結果は第10表の如くである。

第10表分離細菌の胞子葎滋液を櫨過せず胞子凝塊を践したまま加熱した時の耐謝金

菌 株

一一一----- 胞子数
加熱時間 九¥------一一

F'菌 G'菌 H'菌

2x10骨

l' 菌

6x10弓2x10" 3x10弓

6

8

m

u

m

m

 

分

分

分

分

分

分

間

間

間

間

間

間

++十+十十

十十+

+++ 

十++ 十十+十十+

+十一 +一一 +++ 

十++

+一一

+一一 ++ー

→一一 +一一 +一一

十十一 十十一

第10表から明らかなま日く胞子凝塊が残存ずる時は胞子の耐熱性にskipを生じているのが見られる。即ち第

9表の如く減過した場合と異り耐熱性は108.40Cでは8分間では完全に残存するが， .10分間以上の加熱では

skipが明らかに認められるのである。而して全般的にみても耐勲性はや L強くなっている様である。此の事

から考えれば篠詰の中心温度がレトルト内温度と同じになっている時間と細菌胞子の加熱致死時間とが略々

等しい時に，もし原斜に附着した細菌が凝塊を作っておれば加熱主主菌の際skipを生じ加熱に耐えて残存し膨

脹の原因となる。

思約

膨張タラパガニ纏詰についてその原因を細菌学的に検索した結果は次の如くである。

0)本研究に供試した膨脹タラパガニ縫誇は， 00漁業株式会社北見校幸工場において製造したものであ

る。

く2)該纏設より分離した細菌は好気的嫌気的何れにも発育する適性嫌気性細菌である。

(3)分離細菌の培養性質から見て谷川が先に分敵した Bac.mesentericus vulgatusに類似するものと思

われる。

(4)分離細菌のl耐熱性は胞子漂海液を櫨過し凝塊を除いた時は108.40Cで8分間で生死の主主にあ b10分間

の加熱で完全に死滅する。併し胞子凝塊を残したものは同温度で30分間でも skipの為残存するものも出て

来る。従ってタラパガニ宇封度纏の設菌の際健内温度がレトルト内温度・と同じKなっている時聞が約8分

間であるため肉中に細菌の数が増加し胞子の凝塊が多数存在する時は纏誌の主主菌加熱にも耐え得て残存し

膨脹の原因となる可能性も大である。
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